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消化器外科Ⅰに、過去に通院又は入院された患者さんまたはご家族の方へ 

臨床研究に関する情報 

 

当院では、以下の臨床研究を実施しております。この研究は、患者さんの診療情報と研

究用に保管された検体を用いて行います。このような研究は、「人を対象とする生命科学・

医学系研究に関する倫理指針（令和３年文部科学省・厚生労働省・経済産業省告示第１号、

令和 5年 3月 27日一部改正）」の規定により、研究内容の情報を公開することが必要とさ

れております。この研究に関するお問い合わせなどがありましたら、以下の連絡先へご照

会ください。 

 

[研究課題名] 肝細胞癌における EB1と A1BGの分子病理学的関連性の解明 

[研究機関名・長の氏名] 北海道大学病院・病院長 南須原 康行 

[研究責任者名・所属] 武冨 紹信・北海道大学病院消化器外科Ⅰ 

[研究の目的] 

 肝細胞がんの患者さんから採取した腫瘍組織を調べて EB1と A1BGというタンパク質

の一種が、がんの発生や進展にどのように関与しているのかを明らかにすること。 

[研究の方法]  

○対象となる患者さん 

2008 年 1 月 1 日から 2017 年 12 月 31 日の間に肝細胞がんの治療のために北海道

大学病院消化器外科 I(旧第一外科)に通院又は入院中された患者さんで、以下の研究に

参加され、研究目的での検体の保管に同意された検体保管時の年齢が 18歳以上の方 

 

・2008年～2010年 

「手術組織提供および血液、非癌部組織提供について(TissueBank参加について)」 

・2010～2014年 

「手術組織提供および血液提供について（Tissue Bank 参加について）」 

・2014～2017年 

「ヒト由来組織、細胞リソースの集積を目的とした臨床情報管理システム（Tissue 

Bank）の構築」（医 14-005） 

 

○利用する検体・情報 

検体：手術時に切除した余剰組織検体 

情報：＊2030年 3月 31日までの診療情報を利用します。 

① 研究対象者基本情報：生年月、年齢、血液型、性別、人種、身長、体重、 

PS(ECOG PS：全身状態の指標)、診断名、診断日、家族歴、既往歴、生活歴 

(喫煙歴やアルコール飲酒歴、職業) 、病変数、病変の大きさ、転移の有無、

手術内容(術式、手術時間、麻酔時間、出血量、輸血量)、手術による肉眼的根
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治度、 病理学的根治度、薬物療法の有無 (内容、治療効果、副作用も含む)、

再発・予後の情報 

② 血液学的検査：赤血球数、ヘモグロビン、ヘマトクリット、白血球数、白血球

分画、 血小板数 

③ 血液生化学的検査：総蛋白、アルブミン、総ビリルビン、直接ビリルビン、間

接ビリルビン、AST、ALT、ALP、γ-GT、LDH、CK、クレアチニン、

BUN、Na、K、Cl、Ca、Mg、Cu、総コレステロール、中性脂肪、HDL-コ

レステロール、LDL-コレステロール、ヒアルロン酸、IV型コラーゲン7S、

Mac2結合蛋白、プロ カルシトニン、CRP、血糖値、HbA1c 

④ 腫瘍マーカー： AFP、AFP-L3、PIVKA-II、CEA、CA19-9、CA125、

DUPAN-2、Span-1 

⑤ 病理診断（診断名、診断内容:腫瘍の個数や大きさ、脈管侵襲の有無、組織

型、分化度) 

⑥ 画像検査：超音波画像、CT 画像、MRI画像、GSAシンチグラフィー、PET-

CT画像 

 

[研究実施期間] 

実施許可日(検体・情報の利用開始：2026年8月頃)～2031年3月31日 

 

この研究について、研究計画や関係する資料、ご自身に関する情報をお知りになりた

い場合は、他の患者さんの個人情報や研究全体に支障となる事項以外はお知らせするこ

とができます。 

研究に利用する患者さんの情報に関しては、お名前、住所など、患者さん個人を特定

できる情報は削除して管理いたします。また、研究成果は学会や学術雑誌で発表されま

すが、その際も患者さんを特定できる情報は削除して利用いたします。 

 

＊上記の研究に検体・情報を利用することをご了解いただけない場合は以下にご連絡くだ

さい。 

[北海道大学病院の連絡先・相談窓口] 

北海道札幌市北区北 14条西 5丁目  

北海道大学病院消化器外科Ⅰ   担当医師 相山 健 

電話 011-706-5927  FAX 011-717-7515 

 


